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③ 総合的な学習･探究の改善点－情報教育との
カップリングからマイ探究（個人探究）へ

（次期学習指導要領にむけた審議まとめの方向性）



審議まとめの方向性

①「個別最適な学び」は次期学習指導要領のどこに落とし込まれるか

②「中核的な概念」の深い理解から「統合的な理解」「総合的な発
揮」へ、最後の問題点は？

③ 総合的な学習･探究の改善点－情報教育とのカップリングからマイ
探究（個人探究）へ

④ 学習評価（観点別評価）－学びに向かう力・人間性等を各教科等
の個別水準で見取れる形式を示せるか？

⑤ 高校にとっての柔軟な教育課程－義務教育段階での施策とのズレ
をどのように埋めるか 2

②補足 高次の資質･能力の上限を定めよ－単元を超えるか否か－
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学習指導要領『平成10-11年改訂』

・各教科から外出し
（教育課程構造）

・出島（カリキュラム構造）

（石井, 2026）

ゆとり教育の推進

知識を一方的に教え込むことになりがちであったそれまでの教育（＝教授パラダイム）から、
子どもが自ら学び、自ら考える教育（学習パラダイム）へと転換しなければならない。

・教育内容の厳選
・授業時数の縮減
・総合的な学習の時間の新設等

（⽂献）⽯井英真 (2026). カリキュラム・オーナーシップ−教育課程改⾰の設計図− 教育開発研究所

総合的な学習の創設と戦略的な教育課程・カリキュラム構造
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本日の内容

③ 学習者の裁量による「探究」「探究的な学び」

① 情報活用能力を基盤として総合的な学習・探究の質を高める

② 質の高い探究的な学びの実現を目指して
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本日の内容

③ 学習者の裁量による「探究」「探究的な学び」

① 情報活用能力を基盤として総合的な学習・探究の質を高める

② 質の高い探究的な学びの実現を目指して
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『論点整理』（2025年9月25日）

を基盤として総合的な学習･探究の質を高める
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『生活総合WG 第2回』（2025年11月10日）

の創設（案）
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本日の内容

③ 学習者の裁量による「探究」「探究的な学び」

① 情報活用能力を基盤として総合的な学習・探究の質を高める

② 質の高い探究的な学びの実現を目指して

４．高校の課題研究をどう位置付けるか

１．ミニ探究ユニットで探究のプロセスの型を学ぶ

２．テーマ探究からマイ探究（個人探究）へ

３．問いと課題の往還によって課題の設定の質を高める
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『生活総合WG 第2回』（2025年11月10日）

の創設（案）
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個人探究･グループ探究

『論点整理』（2025年9月25日）
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の着実な実施
「生活総合WG 第6回」（2026年4月15日）

節目としての探究



12

『生活総合WG（第3回）』（2025年12月26日）

の往還による課題の設定の仕方
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に対して

（状況）

大学や産業界と連携した高度な

• 課題研究では、課題や問いは外から与えられ
る

• そこでは、自己の生き方在り方に繋がる課題
や探究よりも、実社会実生活、学問的な問題
の解決に力点が置かれる

総合探究（自己の在り方生き方）を課題
研究の導入として位置付ける

（例）次期学習指導要領改訂に向けて

教育課程部会＞産業教育WG資料（2025年12月16日）→

高
３

高
１
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本日の内容

③ 学習者の裁量による「探究」「探究的な学び」

① 情報活用能力を基盤として総合的な学習・探究の質を高める

② 質の高い探究的な学びの実現を目指して
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習得・活用・探究を回す、総合から各教科へ

「生活総合WG 第３回」（2025年12月26日）
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習得 活用 探究

学習パラダイム

個
性
的
な
学
習
成
果

教授パラダイム
（教師主導）

教授パラダイム

学習パラダイム
（生徒主導）

教授パラダイム

学習パラダイム

基
礎
的
・
基
本
的
な

知
識
理
解

（文献）溝上慎一 (2020). 社会に生きる個性―自己と他者・拡張的パーソナリティ・エージェンシー－ 東信堂

教授学習パラダイムと

（学習指導要領『平成20（2008）年改訂』）



審議まとめの方向性

①「個別最適な学び」は次期学習指導要領のどこに落とし込まれるか

②「中核的な概念」の深い理解から「統合的な理解」「総合的な発
揮」へ、最後の問題点は？

③ 総合的な学習･探究の改善点－情報教育とのカップリングからマイ
探究（個人探究）へ

④ 学習評価（観点別評価）－学びに向かう力・人間性等を各教科等
の個別水準で見取れる形式を示せるか？

⑤ 高校にとっての柔軟な教育課程－義務教育段階での施策とのズレ
をどのように埋めるか 17

②補足 高次の資質･能力の上限を定めよ－単元を超えるか否か－




